




































論 文 内 容要
旨
 {観究員的
 本研究は・ニワトリのFab鳳cius氏嚢(以下rF」嚢と略記)と胸腺が免疫能の発達とい
 かなる関係にあるのかを知ることを目的とした。このことは,哺乳動物の免疫能の発達を知る上1
 でも,重要だからである。この目的のため,胸腺摘出ヒナのツベルクリン反応(「ツ反」)の出
 現の状況,「F」嚢摘出ヒナの自然抗体,抗ウシ血清アルブミン(BSA)抗体,抗結核菌血中
 抗体の産生の状態を観察した。
 2実験の材琴斗と方法
 1)孵化直後の白色レグホンヒナおよび発育鶏卵を使用した。
 2)胸腺摘出術(T)は,頸部正中切開の偽鈍的に行った。「F」嚢摘出(B)ほWolfe
 らの方法に従った。手術は孵化後,2日以内に行った。
 5)7一グ・プリンの定量のための幡紙電気泳動は,Verona■一Na緩衝液を用い,
 4mAズ鴛.4時間の通電で行った、〕薩紙は,東洋濾紙癒51Aを用いた。
 4)コンゴー赤クリアランスは,山形らの変法に従い,RESの機能を観察した。
 5)HeterophiエleUkOCy七e8の喰菌能の検索は,E・coエio"5の加熱死菌
 10昭/麗の浮游液を作り,このロ,1初老にヘパリン加血液0.9麗を加えて42じ1時間喰菌
 の後・Wrigh七氏に準じて観察した。He七eroPhiユleukocytesjOロケ中・喰菌を
 行っていたものの数を以って喰菌率として表出した。
 6)2%ウサギ赤血球浮游液0.4硯に稀釈血清0.1麗を加えて57℃に30分放置した後,
 遠沈して凝集の有無を検した。
 7)BSA10即をニワトリに静注し,2週後に採血・その血清について,Kaba七一瓢ayer
 の記述に従い,タンニン酸処理BSA感作ヒツジ赤血球凝集反応を試みた。
 8)トリ型糸吉核菌(Klirchberg株)の力日熱!死菌10窺9をFreund.adjuvallt{〕.5π君
 に懸濁して免疫原とし,ニワトリを感作したn5週～6週1矧古株の精製ツベルクリ'ン(PPD,
 戸田法1107を肉垂れ内に注射し48時間後に硬結腫脹を調べ,「ツ反」を検した。又同動物
 から採血し,タンニン酸処理PPD、感作ヒンジ赤血球凝集反応を行った。
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 5結果と考婆
 コ)胸腺摘出(T),rF」嚢摘出(B)又は両摘出(BT)を孵化直後に行うと,体重増加
 が.6週令以後になって対照群(C)に比べて著明に抑制され,動物は倭小になる傾向がみられた。
 所謂Was七ing8ynd・rOmeは・生長の阻害のほか,ほとんどみられなかった0
 2)血清総蛋白,蛋白分画,7一グ・プリン値は,T・且BT等処置群とe群との間に有意
 の差はなかった。
 5)コンゴー赤クリアランスは,0,T,B,BT各群とも60%前後で,その間に有意の差一
 を認めなかった。喰菌能は,O群66%,B群46%と,後者が劣っている結果を得た。
 4)異種赤血球凝集反応については,発育ニワトリ胎児の血清中にもウサギ赤血球凝集素が低'
 値ながら認められた。その後'5および7週令では,C,丁欝で孵化直後の値よりも凝集価は著し
 ぐ上昇したが,B,BT群では低値にとどまった。しかし,B,BT群でも,"週令までにね0,
 丁群とほぼ同値に達した。従って,「F」嚢は自然抗体産生能の発達にも関与していると考えら
 れる0
 5)12週令のヒナでは,B,BT群もかなりの抗BSA抗体価を示し』,G,雪群との差は著
 しくなかった。
 6)6-7週令に感作を行った動物では、「ツ反」はC,B群ともに100%の陽転率を示した
 が,T,BT群ではそれぞれ4■7t57%),1/6(17%)と非常に低い陽性率を表わした。9週
 令感作ヒナでは,T,BT両群とも7/9(78%),6/8(75%)と陽転率の改善をみた。即ち,
 ニワトリ胸腺は,遅発性アレルギーの発達に関一与しているものと考えられる。又この際,PPD
 に対すろ凝集反応は、e,丁群'C共に約50%の陽性率,B,BT群ではいずれもOであった。
 即ち,同じ結核菌に対して,'「ツ反」は胸腺,PPD凝集反応は「F」嚢の摘出によって、それ
 ぞれの免疫反応の発達阻害がみられたことになる。
 4綜 括
 1)孵化直後に胸腺摘出を行った白色レグホンでは,トリ型結核菌の感作実験で,ツベルクリ
 ン反応が,陽転しがたい。
 2)Fabriciu・8嚢摘出ヒナでは,自然抗体,抗ウシ血清アルフ'ミン抗体・抗結核菌血中抗
 体の産生が障害される。
 3)しかし,いずれの場合にも,10週前後にはほとんど恢復し,対照との差は僅少となる。
 4)即ち,孵化時の外科手術のみでは,完全の免疫能発達阻害状態をつく土1だせなかった。
 5)免疫能の障害されている時期においても・RES機能は冷かされてい竣い。しかし・Fa-
 brieiu8氏嚢摘出群でのHeterophilleukocyt96の喰菌能低下の意義は不明で
 ある。
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 審査結果の要旨
 本研究は.ニワトウ。胸腺参よびFabricius氏嚢〔以下「F」嚢)が,免疫能の発達とい
 かなる関係にあるのかを知ることを目指しているが,このことは,哺乳動物の免疫能の発達を知
 る上でも重要のことと考えられる。この目的のために,胸腺摘出ヒナのツベルクリン反応(「シ反1)
 の出現状況,「F」嚢摘出ヒナの自然抗体,抗ウシ血清アルブミン(BSA)抗体,抗結核菌血中
 抗体の産生の状態を観察している。
 6-7週令にトリ型結核菌で感作した実験で,「ツ反」は対照群(σ)訟よび「町嚢摘出群(B)
 で共に1DO%の陽転率をみたに対し,胸腺単独摘出群〔T),胸腺「F」嚢両者摘出群(BT)で
 は.それぞれ,%(57%),ンと(17%)と,陽転しがたいことを観察しているが,これは、
 ニワトリ。胸腺が遅発性アレルギーの発達に関一与していることを見出したもので、その意義は太
 きレ・o
 ウサギ赤血球に対する自然抗体は、発育ニワトリ胎児にむいても低値ながら認めているが,こ
 れも新知見'である。孵化後5-7週令の間は、同抗体産生能の発達が,(B),(BT)群で抑制さ
 れていること。又10週令前後になると各群間に差りなくなっていることを観察しているが・こ
 れは「F」嚢が血中抗体産生能の発達に関与していることを示すと同時に,この瞬化直後の外科的
 摘出(B)(BT)による免疫能発達障害が完全のものではなく,櫓週令前後までには恢復し得
 るものと考えることを許すものであろう。例えば,BSAを12週令に注射して感作すると抗
 BSA抗体は,(B),(BT)群でも証明できるのである。
 同様のことは「ツ反」についてもいえること・で,9週令に感作した動物では,(T),(BT)群
 でも陽転牽が高(なってお・り,遅発性アレルギーの発達障害も,この頃には恢復しつつあると考
 えられる。抗結核菌血中抗体産生の状況については,・18週令の動物でも.(B),(BT)群です
 べて陰性であったが,〔C),(T)群でも陽性事が高く左いところから,正常でも抗結核菌血
 中抗体ヵ纏生されがたく,従って上記の完全陰性は免疫能発達障害のほかに1この難感作性も考
 慮に入れて評価する必要があろう。
 免疫能の障害されている時期においても,congOROαClearance法でみたRES機
 能は於かされてレ・ない。しかし,(B)群でHeterOP虹ilLeukOCytesによる喰菌能は低
 下していたという。これらの意義づけは,将来の問題であろう。
 以_ヒの研究とその成果は,学位の授与にあたいするものと考える。
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